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論文の内容の要旨
酪農業は、わが国の食生活を支えている重要な産業と位置づけられているが、経営所得が向上していない
ため効率的な飼養管理による生産コストの削減が必要である。後継牛の確保と育成は飼養管理技術の効率化
を図る上で重要であるが、一時的な副産物収入を目的とした交雑種生産の増加により素牛導入に依存する傾
向が進んでおり、経営を圧迫する一因となっている。わが国のホルスタイン種の初産分娩月齢は24ヵ月齢
を目標としているが、 2008年における初産分娩月齢は25.6ヵ月で改善が図られていない。初産分娩月齢の
遅延は、更新のために必要な育成牛の保有頭数の増加を招くことになるが、早期化することにより更新牛の
保有頭数の減少や施設の利用効率の改善が期待される。初産分娩月齢を早期化するためには、授精開始適期
である体重350kgを超えた時点に合わせて増体速度を高める必要がある。そこで、本研究は21ヵ月齢の初
産分娩月齢を目指し、乳用育成牛の飼養管理の改善に資するため、高増体育成による初産分娩月齢の早期化
が乳牛に及ぼす影響を検証した。
3ヵ月齢から体重350kgまでの問、 24ヵ月の分娩を想定して日増体量 (DG)0.75kgの標準増体で発育さ
せた区と、 DGl.Okgの高増体で発育させて飼料中の粗蛋白質 (cp)を標準的水準である 14%の区と高水準
である 16%の区を設定し、発育速度と飼料中CP水準が育成成績に及ぼす影響について考察した。実際の
DGは標準増体区が0.97kg、高増体区が1.1kg前後であった。体重350kgまでの発育速疫を DG1.1kgまで高
めても、 DGO.97kgと体格に差がなく向程度の発育であることが明らかになった。さらに、 CPの増給も体格
に影響しないことが明らかになった。また、 CP16%の飼料を給与しても CP摂取量当たりの体重増加量に改
善効果は認められず、さらに BUN値が高かったため、 DG1.1kgにおける CP水準は 14%程度で飼養するの
が適正であると推察された。
次に、育成時の増体速度と館料中CP水準が繁殖性と乳生産に及ぼす影響について考察した。高増体区は
21 ~ 22ヵ月前後で初産分娩を迎えたが、高増体区と標準増体区間の分娩難易度に差がなかったことから、
初産分娩月齢を 21ヵ月齢に早めても正常な分娩が可能であることが示唆された。しかし、 305B乳量に関
しては高増体区が標準増体区に比べ低かったため、体重350kgまではDGO.97kg程度の発育に制限するべき
であると考えられた。また、高増体発育時の飼料中CP水準を 16%に高めても乳生産性の低下を改善しなかっ
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たことから、飼料中CPは14%程度で飼養するのが適正であると推察された。
さらに、初産分娩月齢の早期化における乳生産性に影響を及ぼす育成管理要因について解析と考察を行っ
た。産乳へ影響が考えられる要因の中から寄与率の高い要因を抽出するため、変数増減法による重回帰分析
で解析した結果、乳量と乳成分量へ寄与率の高い要因は、飼養場所である県と受給時体重であった。この結
果を受け、受胎時体重を補助変数とし、県および試験区を処理因子とする共分散分析で解析した。その結果、
305日乳量に関しては、受給時体重 (P<O.Ol) と処理区 (P<0.05)が影響を及ぼすことが明らかになった。
各処理区の最小自乗平均値から、受胎までのDGは0.97kg程度とすべきであり、1.03kgを超えると乳量が
低下するものと推察された。また、受胎時体重が1kg増加すると乳量が8kg程度増加することが示唆され、
受給時体重が大きいほど乳量が増加することが明らかになった。さらに、 21ヵ月齢の初産分娩における発
育曲線について考察し、安全な分娩と初産乳生産性向上を両立する発育曲線を示した。すなわち、 3ヵ月齢
から受胎までは DGO.97kg、受給時体重375kg、受胎から分娩までは DGO.85kg、分娩1週間前の体重606kg
の発育曲線である。わが国において本研究のような 100頭を超える乳牛のデータを用いて解析した研究は、
現在まで行われていなし凡さらに、本研究では近年の能力向上が図られた乳牛を供試牛としており、かつ初
産泌乳期の305日間の実乳量をデータとして用いているため、わが国の現在の艶農の実情に即していると考
えられる。本研究で示した育成牛における栄養管理方法は、後継牛生産の効率化を図ると共に乳生産性を高
めるため、わが国の酪農経営の安定化に重要な知見であると考えられる。
審査の結果の要旨
本論文は、乳用育成牛の発育水準と飼料中CPレベルが初産分娩月齢とその後の生産性に及ぼす影響につ
いて解析したもので、 1)育成成績への影響、 2)乳生産性に及ぼす影響、 3) 初産乳生産に影響を及ぼす要
因の解明、に関して実証試験を行ったものであり、国内でこのような大規模試験を行った研究は無く、初め
て体系的にまとめた研究である。これまで絃験的に行われてきた育成牛の栄養管理に明確な増体指標および
蛋白水準を提示するとともに、早期分娩の可能性や問題点を整理している。また、乳牛の最終的な評価項自
である泌乳能力に及ぼす育成期の諸要因に関しても解析を行い、新たな成長曲線も示した。これらの成果は
国内で実際に飼養されている高能力牛を供試しており、学術的にも技術的にも有意義な研究として高く評価
できる。
平成24年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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